5月1日　働く女性の全国センター主催　震災と雇用ホットライン報告

5月1日、全国8回線をつないでホットラインを行いました。

かかってきた電話総数は、105件で受信できた件数は35件（接続率３３．３％）

でした。NHKの関東版で昼のニュースを見た方、宮城のTVを見た方などがほとんどでした。
相談者は宮城、福島、茨城、栃木、千葉、東京、神奈川、静岡、山口からでした。
＜主な相談内容＞
・夫のことで相談。震災で会社が社員の半数を解雇して仕事が忙しくなった。朝５時に家を出て家に帰るのが午前２時。休日も半日以上仕事をしているが、残業手当も休日手当も支払われない。（栃木　サービス業、）
・３月19日に一時待機になったが、その後会社と連絡が取れない。事務所に連絡しても出ない。（東京）
・母と妹と３人「原発警戒区域」に入って避難中、現在ビジネスホテルにいる。介護保険が支払われていない為賃金未払い。妹も賃金未払い。仮設住宅に入りたいが猫がいるので難しい。アパートに住みたいが電化製品など手に入るだろうか？
（福島　介護職、契約社員）
・震災の影響で休業。東京の事業所が客が減ったので1か月休むように言われた。5時間/1日、週5日働いていうのに雇用保険に加入していない。
（東京、サービス業、短時間パート）

・石巻の実家が家も舟も流され高齢の母を東京に引き取り、何日か休みたいと言ったが拒否された。が、止むに止まれず休んだら、9時半から8時半の勤務を4時までにされた。元公団の傾斜家賃分に当てる費用が稼げなくなった。こういう影響があることも知って欲しい。（東京、製造業　フルタイムパート）

・5月30日付けの解雇通知を受け1ヵ月前から自宅待機になっていたが、急に客が増えたから5日間出ろ（籍があるから当然）と言われ今日も出ている（ので電話できないので叔父の自分が電話した。）。他に適当な職場もないので解雇後もまた声がかかることを期待しているようだが不憫で。解雇はアルバイトの半数だが、弱い者を選んでるようで不公平。（千葉、サービス業、アルバイト）

・計画停電中に仕事をしていたが残業代が差し引かれていた。（計画停電でも仕事に差し支えなければ残業代は補償される）（東京　正社員　事務職）
・空港の免税店関連。4月は自宅待機、年休を使えといわれ、5月も同様といっていたのに実家（外国）から4月30日に戻ったら4月27日付で解雇通知が届いていた。きちんと事情説明され人選が公平であれば納得できたが、納得できず明日労基署に行く。（千葉、契約社員、サービス業）
・３月まで介護休暇中だった３月11日に他の仕事を見つけろといわれ、解雇かといったら解雇ではない、休んでアルバイトしていろといわれた。いつまで休んでいたらよいかわからない。退職勧奨を受け自宅待機中で賃金補償なし。
（東京、短時間パート、卸小売）

・震災前の９月に失業（契約更新されず）。求職中だったが震災でさらに困難。もよりのハローワークには相談している。（宮城）、
・震災のため失業、「離職証明書」がないが雇用保険失業給付の手続きをしたい。
（千葉、短時間パート、飲食宿泊業）

・訪問介護で登録されていたが、原発から20㎞圏内千葉に避難し、3月末で解雇された。未払い賃金も支払ってもらえていない。（千葉、福祉）

・震災で、保育園が休園するから自宅待機といわれ、自宅待機し避難生活をしていて契約更新３日前に雇い止め、週１日雇用に変更するなら再雇用といわれた。フルタイムで週６日勤務だった。（福島、非常勤、福祉）
★主たる相談は、以上のようなものでした。介護職が、少し多く感じました。

震災による自宅待機、解雇などの相談が目立ちました。

また、雇用形態は、ほとんどが非正規雇用で、正社員からのものは1件だけでした。

まだ、まだ被災地に情報が行き届いていないようですが、今後も常設電話で持続し

て相談を受けていきたいと思います。

★ホットライン終了後も留守電に80件近い電話が入っていました。
